
犬
ア
広
岡
倖
六
川
一
一
「
一
回
第
三
碍
郵
催
物
認
可
《
惨
川
崎
一
随
一
旧
費
行
)

ユ

~ rJ ll3勾主 "E:JF日日召1fT 電車昔 日

論

叢

家
屋
税
の
課
税
標
準
・
・
・
・
・
・
・
-
法
皐
博
士

貨
幣
数
量
説
に
つ
い
て
・

-
-
-
-
-
-
-
Z
牢一博士

経
管
事
ミ
経
済
事
・
・
-
-
-
-
-
-
-
器
一
皐
博
士

時

川

拾

剛

一
総
合
理
化
ご
巾
央
市
場
の
車
複
制
・
・
終
海
軍
士

4d

苅

統
計
思
十
日
付
二
つ
の
傾
向
に
就
い
て
・
-
終
凶
悪
士

ポ
l
レ
の
恐
慌
理
論
・
-
-
-
-
一
-
-
-
終
涛
皐
士

都

棺

位

勝

英
蘭
銀
行
の
職
能
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
串
士

月
賦
信
用
の
特
質
・
-

-

-

M

-

-

-

-

抑
制
沼
田
学
士

川
ッ
広
間
値
論
暦
止
さ
賀
格
問
題
の
取
扱
，
経
済
月
中
士

相
関
係
数
の
一
意
義
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
事
士

酒
税
の
立
替
F

近
着
外
関
経
滞
雑
誌
主
要
論
題

終端同皐博士 禁

縛

載

小高神

島田戸
昌
太保正

郎馬主佳

ノそ.、

戸仁1

f] 

古
口
彦

地
川
虎
一
一

静

回

均

有

井

治

今

津

正

二

森

晋熊

雄
三

郎

官一同汐益

見回
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叢

Er
経
岨
官
撃
と
緩
晴
間
島
+

第
三
十
巻

大

O
六

第
四
時
現

四
回

手亙

戸K
i5 

皐

事、、
} 

経

済

皐

島

日
日

大

属目

一
、
経
皆
既
干
と
終
川
県
午
と
の
関
係

l
l二
、
経
泊
と
経
情
事
と
の
浪
岡
せ
、
b
れ
た
る
4n'
味
回
目
f
r
t
2
二
三
百
三
J

司

l
z
一
、
科
事

と
し
で
の
経
消
準
と
貨
問
中
と
し
て
の
経
鴻
島
|
|
問
、
古
寺
意
味
の
阿
川
崎
岬
皐
h
r
b
縫
岨
官
接
の
分
離

l
l五
、
国
民
厚
生
田
市
平
正
経
降
車
十

経
営
島
一
さ
経
済
民
主
」
の
関
係

師
枇
州
官
曲
学
(
】
}
の
吉
与
ω一の

r
J
m
)

千
」
経
済
争

(
5
4
-
E
n
E
P
F
Y
B
)

さ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
率
問
は
、

別
々
の
濁
立
の
磐
問
で
あ
る
さ
い
γ

ム
見
解
さ
、
前
者
は
後
者
の
一
部
円
で
あ
る
さ
い
ふ
見
解
さ
が
各
E
存
在
す
る
。

経
替
撃
が
終
焼
亭
ご
は
別
な
濁
立
の
準
問
で
ゐ
る
ぜ
い
ふ
見
解
に
つ
い
て
も
、
雨
者
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
別
個
の
科

皐
で
あ
る
ご
い
ふ
見
万
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個

ω賞
準
で
ゐ
る
ご
い
ふ
見
方
ご
、
ま
に
.
前
者
は
質
感
で
ゐ
り
、
後

者
は
科
阜
で
あ
る
さ
い
ふ
意
味
に
於
て
.
別
々
の
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
見
方
ざ
が
あ
り
侍
る
。

ま
打
い
、
経
皆
同
情
な
る
も
の
を
以
て
、
経
済
学
の
一
部
門
で
ゐ
ゐ
ご
い
ふ
見
解
も
、
企
の
い
は
ゆ
る
経
済
血
中
を
以
て

科
率
三
認
な
る
場
合
三
、
質
学
f
」
訟
む
る
場
合
ご
に
よ
っ
て
、
克
仁
二
つ
に
分
れ
持
る
o

即
ち
、
経
管
制
苧
を
以
て
、

一
つ
の
科
撃
で
あ
る
所
の
終
掛
皐
の
一
部
門
さ
見
る
見
解
ご
、

一
つ
の
質
感
で
あ
る
所
の
縦
梼
拳
の
一
部
門
で
あ



る
さ
い
ふ
見
解
さ
の
二
つ
で
め
る
。

経
替
墜
さ
純
糖
感
さ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
凡
そ
こ
の
五
つ
の
見
解
が
あ
り
得
る
ご
忠
ふ
。

i
L
i
r
-
r
 

こ
、
仁
和
カ
宋

墜
さ
い
ふ
は
、
人
聞
が
事
象
の
本
質
を
1

1

事
象
の
買
貨
を
l
l
l知
り
た
い
さ
い
ふ
欲
求
か
ら
昨
ぴ
起
さ
れ
て
出

来
た
知
識
の
慨
系
で
あ
り
、
質
事
ざ
い
ふ
は
、

何
等
か
の
目
的
を
達
成
す
乙
に
つ
き

ι、
れ
に
役
立
つ
所

人
闘
が
、

の
知
識
を
持
ち
た
い
古
い
ふ
欲
求
か
ら
呼
び
起
さ
れ
て
出
来
た
所
の
知
識
の
閥
系
で
あ
る
。

つ
は
、
事
象
の
異

質
一
を
閣
明
す
る
所
の
曲
学
問
で
あ
り
、
他
は
、
何
等
か
の
目
的
に
役
立
て
ん
が
穴
め
の
率
問
で
あ
る
。
故
に
、
な
の

い
ふ
料
率
は
、
英
語

ω

主目昨日山口一

U
R
n
獅
地
詰
の

ま
六
い
H
 

-" ~." ヘ.
』

切

に，.
n 

"' M 
n --"' .， 
円一、
c，. 

ま
わ
い
は

un-c-J戸
門
丹

印
円

F
日
常
若
し
く
は
、
人
じ
よ
り
で
は

p
g
E一
月
「
ロ
ヨ
5
2
2
r
p
p
ざ
い
は
る
、
も
の
に
営
る
の
で
あ
る
が
、
資
拳

ざ
い
ふ
は
、

ヨ
戸
口
巳

g
-
ω
n
E
H
n
o
調
逸
話
の

]丙=口
M
L

己
め
}
】
『
の

ま
た
は
事
者
に
よ
り
て

同
E
H
門
同
日
若
し
く
は

英
語
の

t立
-
V
門
戸

r-Z山
口
]
凶
叩

t
r『
目
印
。
ロ
山
口

r-P
ざ
い
は
る
、
も

ωに
略
ぼ
営
る
も
の
で
あ
る
か
さ
思
ふ
。

さ
て
、
経
営
準
千
」
終
梼
血
中
さ
は
.

い
づ
れ
も
科
陣
中
で
あ
っ
て
、
而
も
別
々
の
濁
立
の
も
の
で
わ
る
さ
い
ふ
見
解

を
さ
る
も
の
ご
し
て
は
、
先
づ
、

z-nr一-ω
口一戸

の
著
E

宅一円

Z
E
E
-口
F
F
E争
∞
一
口
町
内
こ
第
六
版
を
翠
げ
る
こ
さ

が
出
来
る
。
郎
も
そ
の
日
同
頭
唱
し

z
z
n
F
E
M
P凶
『
〈
己
一

-a三
ユ
rnFえ
官
庁

-
H
B
U
R
-
H門

F
E
H
R
ι
-
o
田
町
三
mtω
三
『

[ω
己
記
『
E
，

一町一『『ぬ

E
5
2
n
f
E
}内
庁
品
一

2
2
巧
2
2出
円
一
匹
仲
間

E
M
内
含

C
E
q
R
r
g
=
=
m
w
ふ

E
H
W
C
E
m
σ
・
こ
さ
い
ふ
も
の
印

Z命

経
肱
官
墜
と
経
潜
撃

四
五

第
一
二
十
巻

さをb
lI'iζ 

六

O
七

第
四
披

本誌、第三十巻第一披、「紐些事白木賞」参照



白骨

叢

六

O
八

経
笹
田
学
と
経
捕
仲
間
中

第
三
十
巻

第
四
球

も
こ
れ
で
あ
る
。

更
に
、

こ
の
書
物
の
第
一
版
で
あ
る
所
の

R

〉-一

m
g
E
Z
。
剛
山

E
「
自
主

E
R
r
出
向
亡
は
わ
一
)
げ
山
一
円
『
「
代

mwr
一
て
コ
〈
戸
門
戸
〈
戸
円
ケ

2
E
{豆
町
]
】
回
目
己
向
日
出
血
豆
島
(
三
三
己

q
E
E
5斤
)
こ

に
於
て
は
、
経
管
撃
を
次
の
如
〈
に
説
明
し
て
、
こ
れ
を

つ
の
濁
立
の
科
事
官
」
見
る
見
解
を
明
か
じ
し
て
居
る
。

m
H
o
q
f
z
z
三
E
-
E『
t
γ
-
5
)
H
a
p
ユ伊丹

H
h
r
H
0
4
0ロ

2
2
凶
己

E
己

5
4
5
E
H
P
E
M
-
-己
E
2
4
E
Z
E』
己
足
口
、
』
一
己
主
己

Z
H
5
E
C
-
E
C
U目
E
司
会
。

《

r
F
M
F包
括
ロ

L
Z
H
w
ユ
4p戸
当
戸
岡
戸

m
n
-
z
p
p
z
m百
戸
乙
】

Z
M

MMFH
】孟

ιエ巴忌わ一戸

E
ロ
n
J
J
Z
u
n
E
Z一
r戸
「
己
完
一
月
]
ご

TN--LZ】

=
z
u
t
n巴
刊
ロ
ロ
出
国
自
己
〕
。

ι円
μ

JJ寸
οh伴内〕
p
r
n
-ロ
の
コ
.
門
作
己
】
副

)MHYJ
習
い
内
ユ
に
h
p
v

包
ロ
ロ
己

Z
H
Z
H
r
7
2
-
4允
}

〈

z
z
m
Z己
ロ

p

d
の一口一

-n
己
花
開
乍

nmrH
日間】何ニ

)
7
ι
=
7
0
m
v一向内

J
d
E
L何
回
】
』
阿
佐

E
t
J

Jdnロロ

ιnHR-Duu研一戸口。
R
E
C
W
F
U
H
J
R
E
[
m
-
d
回目【江戸

Ldh民
-
O
【

45m『
ιの巴

mEL--)

在
も
、
経
替
拳
寸
」
鯨
済
醐
字
申
」
は
別
々
な
濁
立
の
準
問
で
あ
る
ぜ
い
ふ
見
解
を
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由

は
、
前
述
の

Z
R
r
-
z
r
f」
全
〈
異
る
の
で
あ
っ
て
、
経
済
皐
は
一

つ
の
科
皐
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
経
管
撃
は
一
て〉

の

費
率
で
あ
る
が
故
に
、
こ
の
二
つ
は
別
々
の
接
関
で
あ
る
さ
見
る
の
で
あ
る
。
ロ

EH一
も
亦
、
彼
が
、
花
経
済
皐
な
る

も
の
を
論
じ
た
る
な
か
に
、
経
営
惨
な
る
も
の
に
論
及
し
っ
、
択
の
如
く
に
一
百
っ
て
居
る
所
を
見
れ
ば
、
そ
の
結
論

じ
於
て
は
略
ぽ
私
ピ
同
じ
見
解
を
ど
る
ゃ
う
で
あ
る
。

ぞ
れ
は

J
)吉
三
与
が
m
n
-
H
E
M
-
p
a
γ
E
t
c
h
-
r
-
s
u
に
載

せ
た
る
こ

p
q
z
E
E
m
E
E
P
E
o
σ
2
5
2山門
E
F
f」
題
す
る
論
文
「
い
肘
て
、
経
管
山
学
な
る
も
の
は
、
経
梼
盤
a

の
一
部
分
で
あ
っ
て
、

経
替
ざ
い
ふ
も
の
、
本
質
、

構
成
、

機
能
に
貢
献
す
る
所
の
理
論
部
面
で
あ
る
ご
い
ふ
見

a. a. O.白.4..) 



解
を
遮
ぺ
た
る
じ
岨
到
す
る
、
彼
の
次
の
批
評
文
の
う
も
に
表
は
れ
て
ゐ
る
。
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E
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n
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h
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E
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司

叩
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i
h
c
i
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、
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F
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ι
R
W
-
Z
E
J
r
Z
己工戸』件同阿一白
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~'L 

u: 

?
と
う
円
土

p
b

J
L
L
l
u
j
 」庁、
hρ

広一
J~f〈阿川町川町円訂
μ立
m
u
u

-n}
戸『白

は
、
今
日
い
ふ
所
の
経
営
皐
に
営
る
も
の
で
、

こ
の
間
学
問
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
さ
い
ふ
唱
』
ざ
の
同

氏
の
見
解
は
花
の
い
ふ
所
の
賢
準
ど
略
ぽ
同
様
の
も
の
に
営
る
ご
見
る
-
』
さ
が
出
来
る
。

府
開
擁
血
中
を
以

τ
一

そ
し
て
粧
倍
率
は
こ
の
科
準
た
る
鰐
梼
離
の
一
部
円
で
あ
る
さ
見
る
の

見
解
t主

嚢

紹
介
しっ
たの
る科
が車
重日 さ
く認、Z) め
b 

山

や

j

，
、
?
」
、

i
c
d
J
 

今
回
忌
一

の
批
許
の
掛
照
ご
し
て

円
2
E
H
O
H

や

述
ぺ
た
る
口
付
豆
与
の
さ
る
所
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
つ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

既
に
本
誌
上
に
騒
表
し
た
「
続
瞥
且
干
の
本
質
」
並
び
に

且
つ
詳
細
に
論
評
し
た
所
で
あ
る
。

「
終
盤
富
島
a

げず品、
1
t
 

の
意
義
」

f
L

題
す
る
こ
つ
の
論
文
仁
於
て
、

そ
し
て
、

こ
れ
を
紹
介
し
.

号A

'"" 

議

四
吐二

続
笹
墜
と
経
時
間
問
中

第
三
十
港

第
四
批

六

O
九
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Z曲

叢

終
侍
撃
と
経
海
事

第
四
披

四
八

第
三
十
巻

ノ、

O 

の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
若
し
経
替
皐
を
以
て
一
つ
の
科
事
で
あ
る
さ
認
む
る
な
ら
ば
、
ぞ
は
、
経
管
事
象
の
本
質

を
闘
明
せ
ん
ざ
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
に
於
て
は
、
結
局
、
科
皐
ご
し
て
の
経
済
阜
の
一
部
門
ざ
し
て
の

外
に
は
そ
の
意
義
な
き
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
経
管
準
を
以
て
、
経
済
撃
さ
は
別
な
濁
立
の
民
中
間
で
ゐ
る
ご
い
ふ

見
解
を
さ
る
な
ら
ば
、
そ
は
、

一
つ
の
科
準
ざ
し
て
は
存
立
す
る
の
根
健
な
く
、
経
位
百
に
役
立
つ
所
の
知
識
の
憧

系
で
あ
る
さ
見
て
、
初
め
て
、
ぞ
の
意
義
を
見
出
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
然
る
場
合

ιは
、
を
の
経
経
由
容
は
明

か
じ
一
つ
の
質
準
で
あ
る
ざ
見
る
の
で
あ
ゐ
。

一
つ
の
賞
率
で
あ
ろ
さ
見
る
に
し
て
も
、
経
済
皐
も
亦
、
在

然
る
に
、
ヨ
』
、
ド
残
る
所
は
、
経
替
皐
を
以
て
、

の
い
ふ
所
の
費
率
で
あ
る
さ
見
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
に
従
ふ
さ
き
は
、
経
且
宮
地
中
は
、
ま
た
、
そ
の
意
味
に

於
げ
る
経
済
血
中
の
一
部
円
で
あ
る

ε
い
ふ
見
解
さ
、
を
の
意
味
の
樫
海
準
ご
も
異
る
別
な
貨
準
で
あ
る
さ
い
ふ
見

解
さ
が
存
在
し
得
る
。

本
論
に
於
て
、
在
は
こ
の
見
解
に
劃
し
て
検
討
を
加
へ
ん
ご
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
或
意

他
陣
に
於
て
は
、
経
替
阜
の
何
た
る
か
の
問
題
を
離
れ
て
経
済
準
そ
の
も
の
は
一
つ
の
科
準
で
あ
る
か
、
ま
た
は
花

の
い
ふ
意
味
の
質
皐
で
あ
る
か
の
検
討
で
も
あ
る
。

一一
経
済
ミ
経
静
思
一
ふ
」
の
混
同
せ
ら
れ
た
る
意
味
の

句。一
E
S
-
間

8
ロ。ョ可

第三十巻第一波及第二披本誼
冒4、



鰹
樺
挙
が
如
何
な
る
血
中
間
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
に
於
て
も
、

二
つ
の
見
解
が
分
れ
て
存
在
し
て
居
る
。

第
一
は
、

こ
の
拳
問
は
経
済
事
象
の
本
質
を
悶
明
す
る
所
の
皐
問
で
あ
る
さ
い
ふ
見
解
で
あ
る
。
第
二
は
、

こ
の

準
聞
は
、
圃
民
の
、
若
し
く
は
人
類
の
物
的
一
珊
一
祉
の
増
進
を
目
的
ざ
す
る
所
の
曲
学
問
で
あ
る
さ
い
ふ
見
解
で
あ
る
。

即
ち
第
一
の
見
解
は
経
樺
皐
を
以
て

つ
の
純
然
た
る
科
準
f
」
見
る
も
の
で
あ

h
o
第
二
の
見
解
は
こ
れ
を
花
の

い
は
ゆ
る
質
撃
さ
見
る
見
解
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
第
一
の
見
解
を
ぜ
る
。
ぞ
し
て
、

r
&
3
2ロ
が
・

U
E
〈
E
}白
書
三
円

z
r
W
E
R
E門
N
己『

E
E
-
-

、
ι

園

山口吋町戸口町、

}内口口]』)}民一mw同円。口

J

J

N

廿
g
n
F
m
w
{
F
r
n
r
n
=
円
四
円
)
口
』
】
印

N
Z
 
内同宵』炉コ川口
M

」

円

吋

・

4

d
k
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M
U
広
口
凶
行
口
代
的

【
]
』
凸

国

-nu
己山門戸口町

hl. 
H・
(") 

2
q
v
何
回
、
含
習
と
-m
富
g
R
Z
P
ロ
R
Z
E
「
町
一
=
町
田

ぐ
c
一r
g

ω
-
E
m
w
-
庁
内
山
凶
・
印
。
ロ
牛
ぬ
『
ロ
]
ぬ
門
N
T
山
口

開
口
色
白
山
吉
己
刊
『

。色町円

宮
口
N
E

ぎの
Z
E
R
F
巳
巾
口
、
H，E

R

T

R

Z

Z

E

P

g

q

B

E

E

E

E

2

・
5
円
『
一
色
n
z
s

ご
い
ひ
、
'
b
i
h

ア
』

・4d
寸
J

日】口仏

zu-m
〉
=
『
問
山
ケ
門
広
2
J
さ
三
郎
円
-
g
-
H
2
5
医
師
巾
」
同
ω
円
一
回
m
w
p
r
H
口
問
2
.

。2mw
口
洋
}
戸
内
序
回
防
庁

山一切。

L-o 
同
『

Z
U『
E
M
m
牛

2.
耳
目
円
ヤ

M
n
y
m
w
『
z
-
n
y
o
z

]
山
内
乱
巾
r
=
口
問
。
戸
三
時
」

ぜ
い
っ
て
居
る
所
は
、

や
は
り
こ
の
見
解
を

}
W
2
円
]
H
o
-
3
Z
コ
ぬ
向
口
一
コ
山
-
-
o
H
H
H
F
「
町
ロ

ご
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、

沿
革
的
じ
こ
れ
を
見
れ
ば
、
経
済
撃
は
、

い
は
ゆ
る
鰹
梼
事
象
の
異
質
を
閤
明
せ
ん
ざ
す
る
拳
問

さ
し
て
喚
び
起
さ
れ
た
さ
い
は
ん
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
人
聞
が
ぞ
の
物
的
幸
繭
を
増
進
す
る
に
役
立
つ
知
識
を
獲
得

し
若
し
く
は
こ
れ
を
供
給
せ
ん
ざ
す
る
欲
求
に
よ
り
て
喚
ぴ
起
さ
れ
た
も
の
で
、
従
っ
て
、

こ
の
皐
向
は
、
圃
民

E肯

第
三
十
巻

四
7L 
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四
競
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経
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E晶

議

縄
幽
官
事
と
経
縄
問
撃

第
三
十
巻

第
凶
放

五

六
一
四

者
の
い
づ
れ
を
指
す
の
で
あ
る
か
Y
多
く
は
明
瞭
で
は
な
い
。
故
仁
、
こ
の
賠
を
明
か
に
せ
ん
さ
す
る
島
者
は
、
態

々

〉
与
え

H
J
V
E
t
s
-
戸
山

n
G
=
cヨ
可

f
」
切
己
ぬ
口
円
向
。
門
司
C
]昨
日
口
卯
一
何
円
。
ロ
ロ
ヨ
可

ざ
い
ふ
言
葉
を
用
ゐ
て
、
こ
の
雨
者
の
匝

別
を
明
か
に
し
て
居
る
。

∞
昨
日
己
目
『
門

は
、
併
し
術
ほ
こ
の
匝
別
を
明
か
に
す
る
こ
ぜ
な
く
、

前
掲
の
文
章
に
直
ち

に
引
績
い
て
、
準
問
ご
し
て
の

岡
山

2
5
5可
な
る
も
の
、
目
的
を
示
し
て
失
の
刻
く
に
言
っ
て
居
る
。

】

M
G
]
ユ
一
円
山
-

」
『
『
ゆ
守
山
田
《
リ
】
間
以

mw円
。

r
y
z
。
『
巴
回
訪
問
。

-
E
2
E
Z
君

2
2
P
2
1
P
Z
4
2
3
L
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E
F
2
1。ョ
2

P
円

巴

-
F
O
E
-
z
z
z
z
r
z
z耳
目
伊
丹

0
2
2『

円
山
古
田
内
国
明

-E目
。

a
r
z
r
E
M
N〕
可
耳
目
白
耳
山
仲
間

uznEI{σ
骨
岬
ゆ
押
(
》
同
》

3
i白
。
の
く
の
『
可
己

=β四
四

2mm一
ぷ
耳
}
叶
『
【
当
日

ZH》
立
川
一
ヨ
問
己
凶
作
君

MH3zo-「

p
m
ω
G
2
0
3
J
h
H目
白

件
。
白
川
百
円

0
4
P
0
5
I
L
U
Fロ
r

p日
当

omE3同
門
戸
川
内
百
円
。
-
目
印

ω何
日
戸
川

d
J
5
5ゎ
rmw
百
日
間
百
ベ
忠
同

M
P
Z
Z宮
司
君
。
呂
田

Z
高
官
官

C
4
i
L
z
r
F
5
ω
E白

胸
、

f

炉

H

f

i

、

品
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司
自
白

g
E
2
r
Z
4
4
2ロ

P
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E
B
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E
P
-
E
E
d
o
-寸
話

Z
Z
H
E
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切

z
r
p
ι
子
。
ョ

円。

ω国間》
{
V

】
可
。
ロ

ο
何回目。己]戸

2
1
d
4
F
r
Z
M河
口
河
内

wnrMM「。
nmwH

44白
白
押

mw同
)

-
』
れ
に
よ
れ
ば
皐
問
ざ
し
て
の

な
る
も
の
は
、
|
|
或
は

F
S
O
B可
の
皐
問

吋

c-F丘
町
山
一

何
円
。

=
G河
口
可

可
。
一

=-nhw

t主、

ざ
い
ふ
が
正
営
で
あ
ら
う
が
1
1
1国
民
に
、

毛
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
的
批
曾
的
事
情
に
遠
慮
し
て
生
活
を
管

む
ニ
ざ
を
得
し
む
る
を
目
的
さ
す
る
皐
問
で
あ
る
。
故
に
、

ぞ
れ
は
、
な
の
い
は
ゆ
る
賓
苧

l
或
目
的
を
遥
す

る
に
必
要
な
る
知
識
の
膿
系
ー
ー
ー
の
性
質
の
も
の
で
ゐ
る
。

具
躍
的
に
は
、

各
凶
い
づ
れ
も
そ
の
自
然

そ
し
て
、

的
枇
曾
的
政
治
的
等
の
傑
件
を
異
仁
す
る
が
た
め
、

ぞ
れ
ぞ
れ
の
国
情
に
よ
っ
て
異
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ゴ
る
を

ぞ
れ
は
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尚
ア
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、
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5
2
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突
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如
く
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説
明
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て
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る
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経
叫
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と
経
濁
車
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第
三
十
巻

六
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第
四
批

治
圏
瞳
に
濁
し
て
、
如
何
に
す
れ
ば
十
分
な
る
収
入
若
し
く
は
生
活
費
料
を
供
奥
す
る
こ
さ
を
得
る
か
を
研
究
す

る
事
問
で
ゐ
る
さ
見
る
も
の
さ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ぞ
れ
故
に
、

こ
の
見
解
に
従
へ
ば
、
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何円。
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或
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目
的
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達
す
る
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必
要
な
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知
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系
よ
り
成
る
ち
の
で
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ち
私
の
い
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貫
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で
あ
る
。
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戸
司
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内
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門
戸
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目
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目
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片
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一
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¥
こ
)

さ
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っ
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迎
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ふ
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よ
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か
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る
行
動
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貨
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す
る
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ー
か
、
る
目
的
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す
る
に
!
l
l
必
要
な
る
知
識
の
瞳

系
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、
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目
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す
る
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目
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逢
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葉
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言
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∞
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Henry Sidgwick， The Principles of Pulitical. :Economy， 3rd Ed. (I924)， p. 16. 
C川man'sEdition， Vol. 1.， P・351
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5
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円
。
=
口
同
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越
J~

、

ま
た
前
掲
の
文
章
に
引
績
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所
の
衣
の
文
章
に
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て

J
3
5
H
M
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吉
一

-
E
S
]
2
8
0
5可
ざ
い
ふ
こ
芝
、
司
注
目
ヨ

。『円
D
E
E
2
B
ま
た
は
何
回
門
司
自
由
『
お
丘
町
三
2
2
さ
を
同
調
す
る
勤
に
表
は
れ
て
居
る
。
郎
ち
日
ふ
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H
iめ
ロ
丹
唱
向
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田
昌

E
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向
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m
E
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。
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m
m目。
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=
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丹
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O目
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由
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ぐ
何
回
。
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E呂
田

Z
T
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p
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品
目
冒
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ロ
伸
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一
百
円
。
目

ω
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宝
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日
戸

C
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5
0
自
〕
子
者
コ
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円
。
。
回
同
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ロ
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中
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何

回
U
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吋
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目
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E
d
，Z

E
】
]
作
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p
m
u
V
古田。『

g目
E
O
R
3
5
向。
F
2
5且
え

P
関口
A
U

戸
戸
】
件
以
凶
町
内
ご

英
吉
利
初
期
の
経
済
皐
者
は
か
く
の
如
く
、

Hic-一
宮
内
恒
一

開門
C
ロ
D
E可

な
る
も
の
に
圃
民
若
し
く
は
、

政
治
闇
瞳

こ
れ
を
得
し
む
る
に
必
要
な
る
知
識
の
韓
系
た
る
皐

に
、
そ
の
必
要
ご
す
る
物
資
を
得
し
む
る
さ
い
ふ
こ
さ
、
、

問
さ
い
ふ
意
味
さ
を
併
せ
合
ま
し
め
て
居
る
け
れ
ぎ
も
、
姑
く
そ
の
後
の
方
の
意
味
の
み
を
分
離
せ
し
な
る
ご
き

は
、
吋
門
V

]

】

c
n
p
}

r
n
c口己目

=v、
な
る
も
の
は
、
圃
民
若
し
く
は
園
内
み
そ
の
他
の
政
困
仁
、
必
要
な
る
物
的
資
料
を
十
分

に
獲
得
使
用
せ
し
め
ん
ざ
す
る
目
的
を
還
す
る
に
必
要
な
る
知
識
の
輯
系
さ
い
ふ
こ
芯
に
な
る
。
然
る
さ
き
は
在

の
い
ふ
所
の
縦
替
率
は
こ
の
意
味
の
経
済
皐
の
一
部
円
で
あ
る
。

い
な
、
然
る
意
味
に
於
て
は
、

ぞ
の
吋
O
}宗
門
円

hw-

開
門
口
口
。
ョ
可
な
る
も
の
は
、

さ
り
も
直
さ
や
、
犯
の
い
は
ゆ
る
経
替
準
に
外
な
ら
ぬ
も
の
ご
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
.
0

一一一
科
事
?
し
て
の
経
漕
事
ご
買
事
ご
し
て
の
経
済
皐

E品

叢

五
五

経
値
目
撃
と
経
湾
撃

第
三
十
拳

大
一
七

第
四
時
踊

Cannan's Edition， Bd. 1.1 P・395・
「経替畢白意義」・本誌第三十港第二披，参照
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叢

経
替
撃
と
経
済
皐

第
三
十
巻

大
一
八

第
四
披

五
六

]
ω
O
】町一円
MH]
何
8
5ヨ
可
な
る
ら
の
を
以
て
、
例
へ
ば

問。司『凸〈
5
0
但
勺
]
ゆ
口
巴
『
己
『
内
4
2
5巾
C
『
田
口
『
己
注
目
白
円
巾

ご
い

ふ
事
買
を
意
味
せ
し
む
る
さ
同
時
に
、

こ
れ
を
七
円
。
三
斗
め
す
る
方
法
に
閲
す
る
研
究
、
換
言
せ
ば
、

こ
れ
を
℃

ga

己弘司

す
る
ご
い
ふ
目
的
を
達
す
る
た
め
の
皐
聞
を
意
味
す
る
も
の
ご
見
る
粗
忽
な
る
見
解
は
、
勿
論
、

い
つ
ま

で
も
、
事
者
に
よ
っ
て
維
持
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
〈
、
営
然
こ
の
二
つ
は
概
念
的
分
離
を
な
す
骨
へ
き
で
あ
る
。

出向口司可

ω正
問
者
R
W

こ
の
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念
的
分
離
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づ
け
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有
力
な
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皐
者

に
従
ヘ
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m
g
-
2
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切

∞
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r
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で
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っ
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注
い
ふ
噌
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で
あ
る
。
郎
九
日
目
白
問
者
一
円
r
+出
1
4
〉
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o

t
-
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P
E
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r
H
t
z
u
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Z
M
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3
2
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M
l
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山
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n
v
F
O
P
R
E
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p
d
s

〉
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4
r
o
司耳目白仲間内問。
E
H
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ω
色

E
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=
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件
当
日
由
子
巾
向
調
。
古
門
M
M
M
m
w
Z
L
m
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E
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E
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自
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u

宮
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E
H
P

E
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L
P
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F
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P
O
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E
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Z
E
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丘
団
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内
同
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山
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r
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P
E
O
R
t
o
E
B
L
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『
司
ぎ
わ
F

p
r。四
Z
F
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MmHa
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併
し
乍
ら
私
の
見
る
所
に
よ
る
さ
、

の
意
味
が
、
〉
ユ

C
『
H
J
)
一昨昨日一

H
J
)
}

庄一円
p-

開円。口
D
E可

向山円。ロ
C
ロJH
可
ざ

Uコr、

。ロ
Q
W
C『

]ι
凸
立
民
門
戸

日
」
に
八
方
れ
た
に
し
て
も
、
そ
の
い
は
ゆ
る
∞
巳

3
2
が
ま
た
円
一
凶
作
C
『
邑

g-
宮山町田口印

岡山円。ロ宮口可

j;ゐ

同)門田円円一円
ω
-
E
U
戸内刊
=
n
m

か
ご
い
ふ
問
題
が
あ
り
、
〉
『
門

C
『
旬
。
]
昨
一
円
巳
何

S
E
B
)「
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
軍
に
或
目

的
を
逮
せ
ん
さ
す
る
行
動
的
事
質
自
鵠
ご
し
て
の

〉
『
門
の
意
味
か
、
若
し
く
は
、
こ
の
目
的
を
達
す
る
の
方
法
に

関
す
る
研
究
、

即
ち
ぞ
の
目
的
を
達
す
る
に
役
立
つ
知
識
の
瞳
系
ざ
い
ふ
意
味
、

換
言
す
れ
ば

Lr『
4
ケ
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関
す
る

皐
問
ご
い
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意
味
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さ
い
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問
題
が
残
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。

∞
仲
町
戸
目
白
『
斤
や
∞
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己
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ユ
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、

〉
円
円
申
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に
闘
す
る
事
問

op. cit.， p目 16，f，οotnote. 
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加
節
句
J
ド

Q"v..<;ミ
竺
ぎ
0
!
l
幹
~
，
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U
E
E
炉
心
"
"
Q
千
J
今Q
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~
与
へ
1
Q
p
必
心

o
N，J

Q
経
必

Jn
!
"
>
~
ヤ
主
主
主
主
将
Q
"
*
'V"や;Q

I'Q 
0
 

h
o
n
 W
e
 prop'

】se
in 
the 
following 

treatise 
tu 
give 
an 
outline 
of 
the 
science 
w
h
i
c
h
 
lreals 
of 
lhe 
Naturc，
 the 
Prodlldion，

 and 

O
u
r
 
日
aders
m
u
s
t
 
be 
aware 
that 

T
o
 that 
sciencc 
w
e
 gi
V"c
 the 
llamc 
of 
PoHtical 

E
c
o
n
o
m
y
.
 

the 
Distribution 

(Jf、Nealth.
T
h
e
 earlier 
writers 
w110 
a
s
s
u
m
e
d
 
lhe 
n
a
m
e
 of 
Political 

Economists 
Lhat 
tenn 
has 
oftcn 
Leen 
used 
in 
a
 m
u
c
h
 wider sense 

avowcdly 
trc
J.ted 
not 
of 
W
e
a
l
t
h
 lmt 
of 
Government. ....司

.
.
.
1
)

T
h
e
 questions，

 1'0
 w
h
a
t
 extent 
and under 

w
h
a
l
 
cIrcumstances 

the 
p
o
国
弘
sion
of 
W
e
a
l
t
h
 
is，
 on
 
the 
whole，
 beneficial 

or 

injuriolls 
to 
its 
possessor，

 or 
to 
the 
sυciety 
of w
h
i
c
h
 h
e
 is 
a
 m
e
m
L
e
r
 ?
-
-
'
i
V
h
a
t
 distrihulion 

of 
'Vcalth 
is 
m
o
s
t
 desirable 

in 

each 
different

邑tate
of 
s
o
c
i
e
t
y
?
-
-
a
n
d，
 Wh
a
t
 are 
the 
m
e
a
n
s
 b
y
 w
h
i
c
h
 
any 
given country 

can
仏
cilitate
such 
a
 distribution? 

-
.
-
a
l
l
 
these 
are 
q
田
tions
of great 
interest 
a
n
d
 di
伍
culty，
bllt 
no 
m
o
r
e
 
form 
part 
of 
the 
science 

(Jf
 Pυlitical 

E
c
o
n
o
m
y，
 in 

T
h
c
 principles 

supplied 
b
y
 

the 
sense 
in 
w
h
i
c
h
 
w
e
 use 
that 
term，
 than 
N:wigation 

forms 
part 
of 
the 
science 
of 
A
s
t
r
o
n
o
m
y
 

(
 同

rolitical 
.Ec
o
n
o
m
y
 are 
indeea 
necessary 

elements 
in 
their 
solution，
 Lut 
they 
are 
not 
the 

on~y
， 
or 
even 
thc 
U
lost 
important 

同
+
'

紙
亘
書
量

，~ 
1
 ~
 

紙
111t~

5起
3担
睡

t...，~星稜睡十
制時
tE 



同
〈

事官g[~書
j( 11 
0
 

終
111
+・~

慰
謝
掛
.
.
l
J
~
号
室
掛

鰭
~
 

T
h
e
 writer w
h
o
 pursues 
such 

investigation~ 
is 
in 
fact 
engaged o

n
 the 
gγeat 
science 
of 
legislalion 

j
 a
 5cience 
w
 bich 

elements. 

reqnires 
a
 lm
o
w
l
e
d
g
e
 
of 
the 
generaI 
principles 

supplied 
b
y
 Political 

E
c
o
n
o
m
y ，
 bnt 
differs 
from 
it 
essentially 

in 
its 
su吋
ects，

Il
s
 prernises 

are 
c1
r
a
w
n
 

T
h
e
 subject 
of 
legislation 

is 
not W
e
a¥t
h，
 
but h
u
m
a
n
 Welfare. 

-
its 
premis田，

a
n
d
 
its 
conclusions. 

。
f
plteno
血
町
la，
supported 

b
y
 evidence 

of 
every 
degree 
of 
strength，
 aml 
author

】zing
conclusions 

variety 
from 
an 
infini tc 

A
n
d
 its 
位
pounder
is 
enaLled) 
and 
even 
required，
 

d
引
erving
every degree 

(Jf
 assent，
 fro
m
 perfect 
confidence 

to 
bare 
suspicion. 

Dot 
merely 
to 
state 
geucral 
fads，
 
but 
to 
urge 
the 
adoption 

or 
rejection 

of 
actual 
measurC5 

or 
trains 
of 

a~tiC'n. 

O
n
 the 
other 
h
a
n
d，
 the 
sul1ject 
treated 
b
y
 
the 
PoHtical 

Economist
，国
ing
that 
term 
in 
thc 
limeted

日
nse
in 
wlJ
!ch
 w
e
 

appl
ァ

it~
is 
not 
H
<lppiness: 

but 
\~盲Tealth;

his 
r
問

m~.!-;cs
む
nn"'l:::t

丞
F
三
む
を

;-'y
f，ε
w
 general 
prc'positiODS，

 the 
.resHlt 
of 
obserV

f¥】
ti;()
I'i;

。
r
consciousness，

 
and scarcely 

requiring 
proof，
 or 
even 
formal 
statement，

 whi
c
h
 
a
l
m
叩
t
every 
m
a
n，
 as 
soon 
as 
h
e
 h
e
a
n
 
tbe田，

admits as 
familiar 
to 
his 
thoughts，
 or 
at 
least 
as 
included 

in 
his 
previous 

k
n
o
w
l
e
d
g
e
;
 
and 
his 
inferences 

are 
nearly 
as 

general，
 and，
 if h
e
 has 町田
one
r1
correctly，
 as 
certain，
 as 
his 
premises. ...•..... But 

his 
concI
usions，
 whatever 
be 
their 
generality 

a
n
d
 
their 
truth，
 do
 not 
authorizc 

h
i
m
 in 
adding 
a
 single 
syllable 
of 
adyice. ..・…..

T
h
e
 uusiness 

of 
a
 Political 

Economist 
is 

門白川口・

ι
・一四回目》・

ι。

neither to 
r
e
c
o
m
m
e
n
d
 nor 
to 
dh;suane，
 but 
to 
state 
general 
principles，

 whi
c
h
 it 
is 
fatal 
tQ 
neglect，
 but 
neither 
advisable，

 nor 

T
o
 decide 
in 

perh
九ps
pr.cticable，

 10 
¥1se 
as 
Ihe 
sηle，
 or 
even 
the 
p
口
ncip.l.
g
l1ides 
in 
the 
aclu.l 
conduct 
of 
affairs 

eath Case 
h
o
w
 far 
those 
conclusions 

are 
to 
be 
acted 
u
p
o
n，
 belongs 
to 
the 
art 
of governrnent，

 an 
aτt 
to 
w
h
i
c
h
 Political 

Eco-

町田
y
is 
only one of 

m
a
n
y
 s
l1Lservient 

sciences; 
w
h
i
c
h
 
involves 

the 
consideration 

of motives，
 of w
h
i
c
h
 
the 
desIγe
あ
T
W
e
a
l
t
h
 

is 
on1 y
 one 
a
n
旧
n
g
m
a
n
y，
 and 
aims at 
ohjects 
to 
w
h
i
c
h
 
the 
possession 

of 
W
c
a
l
t
h
 
is
叩
ly
a
 snbordinate 

meanS.
1) 

(
 H
 

T
h
e
 confounding 

the 
science 
of Political 

E
c
o
n
o
m
y
 with 
the 
Sciences 
a
n
d
 
Arts，
 to 
w
h
i
t
h
 
it 
is 
subservient. 

has 
seduced 

Economists sometimes 
to 
undertake 

inquiries 
too 
vague 
to 
lead 
to 
a
n
y
 
practical 

results ，
 and
 
someti
岡
田
to
pursue 
the 
iI:gi-



• 
timate 
objects 
of 
the 
Scicnce 
hy 
m
e
a
n
s
 
U
l1日
t
fOI 
their 
a
U
a
i
n
m
c
r】t.
T
o
 
their 
exlended 

view 
of 
lhe 
objects 
of 
P.υlitical 

E
c
o
n
o
m
y
同
to
be 
attriLuted 

the 
undue 
importance 

w
h
i
c
h
 
m
a
n
y
 
Economists 

have-
ascribed 

to 
the 
collection 

of 
facts，
 nml 

their 
neglect 
of Ihe 
far 
m
o
r
e
 
important 

process 
of reasoning 

accurately 
fr0
l
U
 the 
facts 
berore 
them. 
V{e 
are 
constant1
y
 t
o
M
 

that 
it 
is 
a
 science 
of 
fc.ct::; 
a
n
d
 
experim

叩
t，
a
 ~cìence 
σ
vid，ヲ
de
/";1，. 
T
h
e
 practical 

applications 
of 
it，
 1il、e
the 
.practic

:ll
 

applications 
of every 

other
町
iencc

j
without d

O
!lbt，
 re司
nire
the 
collεction 

a
n
d
 
eXaiuination 

oI 
Iacts 
to 
a
n
 
aimost 
inde
日
nIte

exten
t. 
T
h
e
 facts 
collected 

as 
materials 

for 
the
江
m
e
n
d
m
e
n
t
of 
lhe 
poor-l
n.w
s
，
 an
d
 
t1e 
opening 
of 
the 
traae 
to 
China
，
印
I

m
o
r
e
 
than 
lwice 
as 
m
a
n
y
 voJumes 

as 
could 
bc 
occllpicd 

Ly 
all 
the 
treatises 
that 
have 
ever 
bcen 
written 
o
n
 
Political 

E
c
o
 

n
o
m
y
;
 lml 
the 
fi 九d
.s
o
n
 w
h
i
c
h
 
ille 
general 
principies 

of 
tIle
 science 
rest 
m
a
y
 be 
btated 
in 
a
 very 
fe.
w
 sentences，

 an
d
 
indeerl 

i
D
 a
昔
日
-
v

fe\v
日
'ul'd~.
Bur 
tbat 
tIle
 .e
.
出
oning
from 
th
邑
e
f:J.cts; 
the 

d
r
a
v，T~ng f
"
w
m
 
thc
出
C
訂
正
ct
condu:;ions，

 15 a
 mattcr 
of 

great 
di
伍
cu
It
y，
m
a
y
 be 
inferred 
from 
the 
imperfect 

state 
in 
which 
the 
science 
is 
n
o
w
 found 
after 
it 
has 
been 
50 
long 
a
m
l
 

50 
intensely 

studied.
1
)
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言告

叢

経
帥
官
撃
と
経
溌
墨
・

第
三
+
巻

ムノ、

第
四
時
耽

大

O

印
ち
、
∞
円
三
2

は
、
今
日
の
言
葉
で
い
へ
ば
、

己】百戸》目。凸
zn--
山内
-
2
戸町内

さ
し
て
の

円

c
-
E
2
一ロ
2
5
c己
て

力f

奥

へ
る

m
2
2
と
三
=n-τ
一
白
山
に
関
す
る
知
識
を
臆
用
す
る
所
の
も
の
は
、

5
2
2
Z『
一
町
民
主
主

S
仁
一
属
す
る
所
で

あ
る
さ
見
、
こ
の
円
2

5

A
一
町
民
主
主
ち
ロ
な
る
も
の
は
、
そ
の
前
提
が
日
J
2
P三
円

S
E
Z
R
な
根
蝶
を
も
っ
理

論
か
ら
も
出
来
て
居
る
さ
共
じ

EHに

m
c
f
E江
戸
の
根
醸
し
か
も
た
な
い
も
の
か
ら
も
出
来
て
居
る
も
の
で
、
根

本
に
於
て
人
類
の
幸
福
を
目
的
之
す
る
準
問
で
あ
り
、
人
類
の
幸
幅
増
進
、
こ
い
ふ
目
的
を
達
す
る
に
必
要
な
る
知

生花、
J

h

，、
.

2

J

〉、
J

一、、
J

》

-

T

B

d

}

、
ノ
一
、
j

j

0

・、
J

b

一一司古

t
u
と

t
f
て
d
z
-己
負
Z
u
-
-
d
z
a
J
G

、
L

)

1

L
M
W，〆仏

崎

、

白

・

・

百

九

白

、

‘

.

凶門戸巾
R
r
2
z
.
m
z
p
c
c
z
.
r
L
J
U

文
字
通

り
に
解
せ
ば
、
立
法
の
皐
閉
ざ
い
ふ
ニ
さ
で
あ
る
が
、
そ
の
異
・
茸
は
一
つ
の
政
策
法
準
の
こ
さ
で
あ
る
。
ニ
の
拳

問
は
、
結
局
に
於
て
人
類
の
幸
踊
を
驚
ら
す
を
目
的
ざ
す
る
所
の
法
律
は
如
何
に
制
定
す
ぺ
き
か
の
研
究
で
は
あ

る
が
、
こ
れ
を
一
々
の
具
瞳
的
の
も
の
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
共
同
枇
曾
生
活
に
於
げ
る
各
種
の
目
的
を
達
す
る
党

め
の
研
究
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
「
如
何
な
る
程
度
、
如
何
な
る
事
情
の
下
に
於
け
る
宮
の
所
有
が
、
所
有
者
誼
び

に
一
耽
舎
に
有
利
な
る
か
を
日
比
て
、

か
、
る
程
度
を
定
め
、
か
、
る
事
情
を
粛
ら
す
た
め
に
は
如
何
な
る
法
律
を
制

定
す
べ
き
か
」
、
「
宮
の
如
何
な
る
分
配
が
祉
曾
の
各
階
級
に
最
も
望
ま
し
い
か
を
研
究
し
て
、
か
、
る
分
配
の
行

は
る
、
に
は
如
何
な
る
法
律
を
制
定
す
〈
き
か
」
等
を
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
は
今
日
の
言
葉
を
以
て

言
へ
ば
、
解
梼
政
策
皐
若
し
く
は
鰐
済
政
策
法
皐
に
営
る
も
の
で
あ
る
。

然
る
さ
き
は
、

∞凸三色町

の
い
は
ゆ
る

田町一目ロ円muc『-巾
m一回目白巳
C
ロ

な
る
も
の
は
、
勿
論
、
科
墜
さ
し
て
の
経
済
畢
に
麗
す
る
も
の
で
は
な
く
、

て〉

の



刃向円円一

n
t
E
2
3
印
ち
貫
挙
党
る
性
質
を
も
つ
も
の
で
、
私
の
い
は
ゆ
る
粧
倍
率
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

F
E
R
に
よ
れ
ば
、

こ
の
意
味
の

R
5
2
m
o
ご
m自
己
主
。
ロ
郎
ち
経
済
政
策
皐
若
し
く
は
経
済
政
策

法
準
に
は
各
種
の
事
買
に
閲
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
っ
て
、

E

H

門印

-)『内口=山内田

『『。ロ]

門
戸
『

μ
者ロ

μ 
】

口町ロ山門司

山『内

〈
hw『
』
凸
同
一
可

で
あ
り
、
経
済
曲
学
の
知
識
も
亦
勿
論
そ
れ
に
要
求
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
が
、
二
む

c 
『

ち
2
0
B
m
E
=

者}戸山門
}
H
H
M
O

一一円片山一開円。口。ロ】可
H

由。=一可
O

口
向
。
『
ロ
戸
山
戸
可
出
Zσω
巾
『
三
而
戸
門
町
三
巾
ロ
円
2
z
で
あ
る
さ
い
ふ
。

こ
の
賠
は
、
い

は
ゆ
る
純
梼
政
策
準
を
も
合
む
所
の
在
の
い
は
ゆ
る
鮭
答
率
な
る
も
の
が
、
経
梼
凪
午
は
勿
論
、
各
種
の
科
撃
や
科

串
以
外
の
知
識
よ
り
構
成
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
ぜ
い
ふ
見
解
に
照
服
す
る
所
で
あ
る
。

衣
に
∞
巾
口
一
C
H

に
従
へ
ば
、
科
皐
ざ
し
て
の
経
済
拳
は
た
Y
、

m-52-
勺

ER--)一2
を
研
究
す
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
具
瞳
的
の
何
等
か
の
目
的
に
役
立
つ
こ
さ
を
直
接
の
使
命
ざ
す
る
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
μ

吉
区
巾
印
可
一
一
白
豆
町

。
ご
号
一
n
m

で
き
へ
も
な
す
ぺ
き
も
の
で
な
く
、
賓
際
問
題
に
封
し
、

5
5
2
Z
5
2
5
5
E
ロC
ニ
c

舎
M
E
r

で
あ
る
。

こ
れ
に
劃
し
て
邑
さ
日
を
な
し
お

2
5
2
2与
を
な
し
、
若
し
く
は
《
]
5
5庁
を
な
す
は
、

経
済
皐

や
そ
の
他
多
〈
の
科
曲
学
の
知
識
よ
り
成
る

の
使
命
ざ
す
る
所
で
あ
る
。

1

1
こ
の
見
解

出円一円ロ
2

M

G
『]口問川町
]
m
F
E
-
-
】

も
、
鰹
品
百
準
さ
蝿
溝
鼠
干
さ
の
閥
係
に
閲
す
る
在
の
見
解
に
照
臆
す
る
所
が
あ
る
は
、
在
の
前
に
本
誌
に
掲
げ
た
二

つ
の
論
文
を
讃
ま
れ
た
る
議
者
の
承
知
せ
ら
る
、
所
で
あ
ら
う
。

1命

叢

経
軸
官
墜
と
経
消
撃

第
三
十
巻
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す
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仁
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得
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、
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す
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膳
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。
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